






































































































のスタンダードに準拠した教材『まるごと 日本のことばと文化』（入門 Ａ１ かつどう）の第
１課から第１０課までを参考に作成した。
課 タイトル 目標 Can-do
１ こんにちは
１ あいさつをします Exchange greetings




１ 研究室で話します Use basic expressions in the laboratory
２ 名前と国を書きます Write your name and country in Japanese
３ どうぞ よろしく
１ 自分のことを簡単に話します Give a simple self introduction




１ 家族のことを簡単に話します Talk briefly about your family
２ 家族の写真を見て話します
Tell someone about your family,using a
family photo
５ なにが すきですか
１ 好きな食べ物が何か話します Talk about your favorite foods





Talk with a friend about where to go for
lunch
２ メニューを読みます Read a menu




１ どんな家に住んでいるか言います Say what kind of home you live in


















１ 何かをする時間を言います Say the time you do something





Talk about when to have a party

















































































































★I did it,but could do it better. Could not answer correctly without referring to other pages
★★I did it. Answered correctly but took time





































中国 １ メキシコ ６ セルビア ５
＜台湾＞ １
南米
アルゼンチン ６ ブルガリア １０
東南
アジア
インドネシア ８ エクアドル １ ベラルーシ １
カンボジア ７ コロンビア １０ ポーランド １
シンガポール １ チリ ３ ボスニア・ヘルツェゴビナ ３
フィリピン ２ ブラジル ５ マケドニア ３





アイルランド １ ロシア ２




カナダ ２ 英国 ２ レバノン １
米国 ７ オランダ １
アフリカ
ケニア ７























































































































































（１）講座へは、OUJ MOOCポータルサイト（http : //dev.chilos.jp/）からアクセスすることができる。
（２）JMOOC公式サイト <http : //www.jmooc.jp/> ２０１４年８月２１日参照













<http : //www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/kokusai/sesaku/1331005.htm> ２０１４年８月２１日参照




オンラインで行う <Exercise>や <Can-do Check>は、その間だけしか行うことができない。終了時には、
Facebook上でアナウンスし、修了できなかった受講者に向けて、次の Classの案内を行っている。
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